
とりあえず聴く 英文を見ながら聴く 繰り返して内容理解

おすすめの
リスニングトレーニング

何も見ずにナチュラルスピー
ドで聴いてみる。アンカーは
早口なので初めから全てわか
らなくてもOK！　ひとまず耳
を慣らそう。

英文を見ながらナチュラルス
ピードの音声を聴いて音と文
字の一致を確認する。難しい
場合はゆっくりスピードを活
用しよう。

英文・語注・日本語訳を参考
にしながら、何度も音声を聴
いてニュースの内容を理解し
よう。ディクテーション、オー
バーラッピングも効果的。
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進め方のキホン
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宇宙船に車いす利用者が初搭乗

基礎トレーニング

FIRST WHEELCHAIR 

USER IN SPACE

写真：Felix Hörhager/picture alliance：ゲッティイメージズ提供
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テキサス州西部上空での（米宇宙企業）ブルーオリジンのロケット打ち上げをご覧いただきたい。この宇宙船

「ニューシェパード」のカプセルに搭乗したのは、33歳のドイツ人航空宇宙技師。（その技師である）ミカエラ・

ベントハウスさんは今や、国際的に認められた宇宙空間との境界を越えて航行した史上初の車いす利用者だ。

この10分間の飛行は彼女が無重力状態を経験する機会となり、またこれは、（誰もが）利用できる宇宙旅行

（の仕組み）を改良するためのブルーオリジンの最新の取り組みだった。ベントハウスさんは7年前、マウンテ

ンバイクの事故で脊髄を損傷した。

（訳　石黒円理）

Check out the launch of a Blue Origin rocket over West Texas. Aboard the 
New Shepard capsule was a 33-year-old German aerospace engineer.  
Michaela Benthaus is now the first wheelchair user ever to travel above the 
internationally recognized boundary to outer space. The 10-minute flight gave 
her the chance to float in space and was Blue Origin’s latest effort to improve 
accessible  space  travel.  Benthaus  suffered  a  spinal-cord  injury  during  a  
mountain-biking accident seven years ago.
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First Wheelchair User in Space

ナチュラルスピード9 カナダ英語 アメリカ英語ゆっくりスピード（ポーズなし）10

車いすユーザーが初めて宇宙へ

英語  日本語1 日本語  英語2
語注の音声を「リストレ」やパソコンでお聞きいただけます。
ダウンロード方法はpp.26-27をご覧ください。

wheelchair 《タイトル》車いす
check out 《話》～を見てみる
launch 打ち上げ

be aboard ～に乗っている

capsule カプセル　▶ここでは宇宙船の搭乗部分。

aerospace 航空宇宙学(の）

the first...ever 史上初の…

recognize ～を(正式に）認める

boundary to ～との境界

outer space (大気圏外の）宇宙空間

float 浮く、漂う

one’s latest ～の最新の、最近の

effort 努力、取り組み

improve ～を改善する、向上させる

accessible 容易に利用できる

suffer (けが・苦痛など）を負う、被る

spinal cord 脊髄

injury けが、損傷


